
国　　　　名

１位 米国 21.7 %

２位 英国 8.95 %

３位 ゲイツ財団 8.49 %

４位 豪州 7.21 %

５位 世銀 6.28 %

15位　　日本 1.13 %

国　　　　名
１位
２位
３位
４位
５位

【当該国際機関で働く邦人職員】

ポストの名称 職　員　氏　名 備　　考

2012-A

【当該国際機関の財政（２０１2年予算）】

会計検査機関名：ＫＰＭＧ等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（現在の構成員の出身国：　　　　　　　）

拠出率（％）（注）

【任意拠出金の拠出上位５ヶ国等　（２０１２年のもの）】

金額（千ドル）

当該年度の総支出額：876百万ドル

次年度への繰越額：11百万ドル

当該年度の総収入額：887百万ドル

　国際機関名
（英語略称）：

国際農業研究協議グループ(CGIAR)

Consultative Group on International Agricultural Research

種　　　別

【注：当該国際機関の会計年度】
当該国際機関の会計年度は毎年１月から１２月末までとなっている。したがって、我が国（及び他の加盟国）
とは会計年度が異なっているため、拠出率の扱いについては暦年となっている。

金額（千ドル） 拠出率（％）（注）

　当該機関全体の職員数
　及び邦人職員が占める率 2.51％　うち　0人

　邦人職員数
　うち幹部以上

　【邦人職員が占めている幹部ポスト（Ｄポスト以上）】

 【所管官庁担当局課・室名】：外務省国際協力局地球規模課題総括課

英文名称：

　国連（事務局）　　　　　国連（基金・計画）　　　　　国連専門機関　　　　　その他　　　

【当該国際機関の本部所在地・活動目的等の概要】
ファンド事務局（米国ワシントンＤＣ）、コンソーシアム（仏モンペリエ）
国際的な農林水産業研究に対する長期的かつ組織的支援を通じて、開発途上国における農林水産業を今
後も永続させつつ食糧増産、生産性改善を図ることにより住民の福祉向上を図ることを目的としてCGIARは
設立されている。このCGIARの傘下の各研究センターにおいて実施されている研究活動の支援を通じて、
途上国の貧困削減、持続可能な開発に貢献することを目的とする。

　　　35人 1,437人

77,000

73,000

62,000

54,000

【分担金・義務的拠出金の拠出上位５ヶ国等　（２０１２年のもの）】

187,000


